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2019年度
東邦学園フレンズ・ＴＯＨＯ定期総会・記念講演会開催

時代をどう捉え、不易と流行を見極める情報発信
こそ肝要。その時代は、究極人づくり・広義の「教
育」の力を培うよりないと私たちは考え、東邦教育
を支え又それを通じて集う人垣によって2018年度
も又フレンズ・TOHOの活動を展開してきた。
やや本文の趣旨と異なるようだが、高校硬式野球
部の春の選抜大会優勝は東邦関係者において諸手を
挙げるべき空前の快挙であった。日本一に至るチー

ムづくり、人づくりの一つの典型を示し得た点で非
常に興味深い。道は歩む人々がつくると古人はのた
もうたが不易のエッセンスが存在すると確信してい
る。
愛知東邦大学・東邦高等学校の持つ魅力が存分に
発揮され、東海の地の教育機関としてより重厚な地
歩を固める東邦学園をフレンズ・TOHOとして支
援していきたい。

５月31日（金）、名古屋観光ホテルにて、理事会・
評議員会合同の役員会の後、香山リカ氏（立教大学
現代心理学部映像身体学科教授）の記念講演。引き
続いて定期総会を開催致しました。
役員会及び総会では2018年度事業報告・会計報
告及び監査報告、2019年度事業計画・予算を提案、
全ての案件は異議なく承認されました。ご報告申し
上げます。
2019年度の活
動方針で強調され
たのは、フレンズ・
ＴＯＨＯの役割の
一面に「生涯学習」
をテーマとして位
置づけ総会記念講演会とすること、さらに法人会員
様向け講演会・名刺交換会をもう一つの柱に据えて、
講師の方・テーマ設定にこだわり提案したい旨が報
告されました。
また総会には名誉会長である榊直樹（東邦学園理
事長・愛知東邦大学学長）、藤本紀子（東邦高等学校
校長）から学園・大学・高校の近況の報告をいただ
いております。

記念講演は香山リカ先生により「ストレスに負け
ず、いきいきと生きるコツ」というテーマで行われ
ました。いくつもの多様な質問にも講演時間を延長
して丁寧お答えいただきました。素晴らしい感想が
寄せられています。
「やわらかく語りかけ、心をあたたかくする『やさ
しい』お話でした。ほとんどすべてが具体的でサッパ
リとしたお話でした。久しぶりにリラックスして聞
けた講演会でした。」「先生の人間味が伝わるお話で
した」「ホスピスでの香山先生の経験が印象的です。
最期をどう迎えるかと重く考えがちですが、誰しも
もつ願いの実現に力添えを惜しまないスタッフ、そ
のスタッフに支えられる入院患者さんの心映えは、
フランクルの『夜と霧』に著されている極限の中でも
最後に残されている『精神の自由』があることと符
合しているとの
お話、ある種、感
動でした」「年齢
を重ねれば、『流
動性知能』は衰え
るが『結晶性知
能』は冴えるとの
指摘に、私は励まされました」

2018年度フレンズ・TOHO「事業報告」

2019 年度定期総会の様子

記念講演会　講師　香山リカ氏
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１．学習・研修の充実（会則第2条【趣旨・目的】・
第3条【事業】に基づく ）

⑴講演会
【計画：人々の心に残る普遍的内容・時局の
テーマを提起する講師による講演会を企画し、
会員各位の学びの場とするとともに、広報の
ツールとして活用する。】
　①第1回講演会

「おひとりさまの老後」「男おひとりさま道」
「おひとりさまの最期」の３部作をベースにした
医療・介護、個の尊厳、女性の生き方にわたる
講話はカルチャーショックを喚起したものと思
う。切実かつある意味曖昧な最期の在り方とい
うテーマに上野氏は豊富なデータ収集・分析に
基づき言及、また諸問題を喝破する語調も印象
的であった。参加152名。地域からも40名以
上の参加を得た。
※日時・会場：６月29日（金）
　　13：30～15：00　名古屋観光ホテル
※講師：上野千鶴子氏

東京大学名誉教授・認定 NPO 法人ウィメ
ンズアクションネットワーク（WAN）理
事長

※タイトル：「おひとりさまの最期」
　　～自分らしいエンディングを考える～
　②第2回講演会（後援）
【計画：秋頃を目処に、愛知東邦大学地域創造
研究所等との共催で講演会開催を検討する】
東邦高校ＯＢの西野達氏が文部科学省芸術選
奨受賞されたことを契機に主催：東邦学園、後援：
東邦高等学校同窓会東邦会で開催された「西野
達氏　芸術選奨受賞記念　講演＆シンポジウム」
をフレンズとしても後援し広報に努めた。
※日時・会場：９月15日（土）

　　18：45～21：00　青少年文化センター
※講演講師：西野達氏
※タイトル：「西野達の不可能を可能にする
　　アートワーク」
　・シンポジウム：パネリスト・西野達氏・
　　　河村たかし氏・鵜飼哲矢氏
　　モデレーター：牧ゆかり氏、
　　総合司会：山中章子氏
　・タイトル：「アート・建築から観た街づくり」
　③第３回講演会
【計画：2月に予定している名刺交換会開催時
に、法人会員様向けの講演会を開催する】
法人向け講演会は労使を超えた組織と個人の
在り方に楔を打つ画期的なものとなったと思われ
る。「一人ひとりの社員が成長した分、会社は発展
する」「一度しかない人生の中で、どれ位の力を発
揮できるか、誰もわからない潜在能力を発揮する
ことで、やりがい・生きがい、誇りと喜びを感じ、
『豊かな人生』が送れる」その土壌・風土をつく
るのが経営、この卓見は会場の聴衆に深く浸透し
ていった。
※日時・会場：2月1日（金）　13：30～15：00

　愛知東邦大学 L 棟 LC ホール　57名参加
※講演講師：加藤明彦氏
　　エイベックス株式会社代表取締役会長
※タイトル：「真の『働き方改革』を通しての
　　人材育成～やる気づくり～」

⑵研修・講座企画
【計画：会員の方々を中心に、多様な興味・関
心に応える研修会・講座を企画し、研鑽を積む
機会とするとともに交流の場としても重視する。
また、より多くの会員や地域の皆さんに参加して
いただくために、年間計画を立てて準備を進め
る。】
　①自然と親しむ会
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【計画：四季や自然を楽しむ日帰り小旅行を企
画・開催する】
従来からの会員に法人会員様からの参加をい
ただき、幅のある取り組みになったと考えている。
※日時・場所：６月16日（土）
　　福井県恐竜博物館　13名
※日時・場所：11月３日（祝）
　　奥三河散策・鳳来寺・湯谷温泉　20名
　②法人会員向け講座
【計画：愛知東邦大学の「若手社員活性化プロ
グラム」に対して協力し、大学の各学部の知的
財産を活用する講座開講を模索する】
※事務局としての具体的な取り組みに及ばず広
報にとどまった

　③個人会員・家族向け講座、地域向け講座
【計画：会員が家族参加できる企画・講座を学

園施設を有効利用しての開講を追求する】
【計画：地域住民の方々や会員の皆様に学園へ
の理解をより深めていただくために、高大の学園
の特色を生かした講座開講を追求する】
【計画：地域住民の方を講師に招いた講座開講
を検討する】
※「親子スイーツ講座」
※日時・場所：８月23日（木）
　　東邦高校家庭科調理実習室　15名
※講師：石井信英氏　「ガトーリベルテ」店主
　　（一社２丁目158　ロイヤル白峰）
　④その他
【計画：大学のトレーニングセンターなどを活
用して、会員及び地域住民の方々に対する「健康
講座」開講を検討する】
【計画：法人会員様あるいは高大の専門性を活

収
入
の
部

項　　　目 予　算 決　算 予算との差 備　考
①前期繰越金 2,834,216 2,834,216 0
②年会費 法人会員 2,840,000 2,580,000 ▲ 260,000 予算 142 社、決算 129 社
　　〃 個人会員 745,000 750,000 5,000 予算 149 名、決算 150 名
③入会金 法人会員 50,000 30,000 ▲ 20,000 予算 5 社、決算 3 社
　　〃 個人会員 30,000 15,000 ▲ 15,000 予算 10 名、決算 5 名
④広告収入 みどりの風 45 号・46 号分 900,000 1,010,000 110,000
⑤受取利息 200 54 ▲ 146
⑥講座・研修参加費 300,000 183,727 ▲ 116,273

合　　　計 7,699,416 7,402,997 ▲ 296,419

支
出
の
部

項　　　目 予　算 決　算 予算との差 備　考
①事業費 講演料・研修・親睦活動 900,000 911,403 11,403
　　〃 学園活動支援 800,000 800,000 0
　　〃 その他（援助金・祝金等） 350,000 310,000 ▲ 40,000
　　〃 総会・懇親会・名刺交換会 1,300,000 1,061,377 ▲ 238,623
②会議費 運営委員会・役員会等 250,000 274,800 24,800
③印刷費 会報 350,000 288,360 ▲ 61,640
　　〃 名簿作成費 82,000 77,760 ▲ 4,240
　　〃 封筒・振込用紙等 60,000 61,560 1,560
④通信費 会報誌発送・web メンテナンス 200,000 353,004 153,004
⑤事務費 事務費・交通費等 160,000 38,458 ▲ 121,542
⑥予備費 甲子園出場祝金支出 200,000 70,000 ▲ 130,000
⑦設立 30 年記念事業積立金 200,000 200,000 0
⑧次期繰越金 2,847,416 2,956,275 108,859

合　　　計 7,699,416 7,402,997 ▲ 296,419

2018 年度　フレンズ・TOHO　収支報告書
2018 年 4 月 1 日から
2019 年 3 月 31 日まで （単位：円）

※記念事業積立金残高
※奨学金基金積立預金残高
※次期繰越金

合　　計

600,000
2,002,114
2,956,275
5,558,389

郵貯銀行
三菱 UFJ 銀行（定期）
豊田信用金庫（普通）
三菱 UFJ 銀行（普通）
三井住友銀行（普通）
現金

合　　計

557,790
600,043

2,002,114
902,204

1,305,140
191,098

5,558,389
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かした「一日研修」企画を検討する】
※事務局としての具体的な取り組みに及ばず継
続課題となった。

２．交流の充実（会則第2条【趣旨・目的】・
第3条【事業】に基づく ）

⑴名刺交換会
【計画：法人会員様同士が名刺交換を通じてビ
ジネスの場を拡大する機会とするとともに、法人
会員向「講演会」を企画する。】
直前の講演会講師・加藤明彦氏も気軽にご参
加いただき参加法人全社のご紹介・アピールを含
め情報交換や交流の場として一定に役割が果た
せたと考えている。
※日時・場所：２月１日（金）　愛知東邦大学ア
クティブラーニングスペース　15：50～17：
30
※参加者63名・38社、企業紹介冊子掲載43社

⑵ TOHO スポーツイベント（少年野球教室・ドッ
ジボール大会・少年サッカー大会等）協賛
【計画：年々、盛んになっている、学生が地域の
方々と協力しながら企画・運営していく「TOHO
スポーツイベント」に対して支援を行う。】
※「第5回野球教室」　愛知東邦大学日進グラン
ド　7月14日
※「第6回トーくん・ホーちゃん杯争奪ドッヂ
ボール大会」　愛知東邦大学体育館　7月29
日
※「第12回愛知東邦大学杯少年サッカー大会」
　愛知東邦大学日進グランド　12月23日
※「第6回ＴＯＨＯ少年サッカー大会」　愛知東
邦大学日進グランド　1月20日

３．学園の教育活動支援（会則第3条【事
業】に基づく ）

⑴学内企業展・インターンシップ企画への協力

【計画：大学と連携し、法人会員の皆様に、学
内企業展への参加、インターンシップ受け入れに
対する協力依頼等の橋渡しをさせていただく】
※事務局としての具体的な取り組みに及ばず継
続課題となった

⑵大学・高校の各クラブへの激励と支援
【計画：大学・高校のクラブ活動を支援するた
め、全国大会に出場するクラブに対して、激励金
を支給】
※高校：水泳部・ダンス部・吹奏楽部・空手道
部・サッカー部・硬式野球部
※大学：女子サッカー部・フィギアスケート部

⑶高校の中学生対象の英語「スピーチコンテスト」
への協賛
【計画：高校で開催される中学生対象の英語ス
ピーチコンテストに協賛し、援助金を支給する。】
※第13回中学生英語スピーチコンテスト　東
邦高等学校　10月28日　128名、58校参加

⑷学園主催の「納涼音楽祭」への協賛
【計画：法人会員に対し、模擬店などの出店や
機材の貸し出し、協賛金などへの協力をお願い
し、音楽祭の充実に貢献する。】
※事務局としての具体的な取り組みに及ばず継
続課題となった

⑷その他
【計画：大学・高校のその他の教育活動に対し
て後援・支援する】
※事務局としての具体的な取り組みに及ばず継
続課題となった

４．会報「みどりの風」と会員名簿の発行（会則第3条【事
業】に基づく ）

⑴会報「みどりの風」の発行
【計画：45号の発行を８月、46号の発行を２月
に予定する。会員に対して寄稿を依頼し、会員が
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2019年度始めでの会員数は個人・法人各々とも
に200弱である。学園全体としては100周年構想を
固められていく時期であり、本年はブランディング
の再構築に向かうということである。このフレンズ
の組織もまたより高い峰を目指し一回りも二回りも
大きくなる必然性があるように思う。広報・組織拡
大に本年は独自の手立てを掲げたい。
愛知東邦大学・東邦高等学校の持つ魅力が存分に
発揮され、東海の地の教育機関としてより重厚な地
歩を固める東邦学園をフレンズ・TOHOとして支
援していきたい。
今年度も、こうした学園の取り組み・挑戦をさら
に一層支え、連携すると同時に、地域との連携を広
げ深められるよう努めていきたい。

１．学習・研修の充実（会則第2条【趣旨・目的】・
第3条【事業】に基づく ）

⑴講演会
人々の心に残る普遍的内容・時局のテーマ・講
師による講演会を企画し、会員様の学びの場とす
るとともに、広報のツールとして活用する。

①第１回講演会
・日時・会場：2019年5月31日（金）
　13：30～15：00　名古屋観光ホテル
・講師：香山リカ氏
　精神科医・立教大学現代心理学部映像身体学
科教授

・タイトル　「ストレスに負けずに、いきいき
暮らすコツ」

②第２回講演会
・秋頃を目処に、愛知東邦大学地域創造研究所
等との共催で講演会開催を検討する。

③第３回講演会
・２月に予定している名刺交換会開催時に、法
人会員様向けの講演会を開催する。

⑵研修・講座企画
会員の方々を中心に、多様な興味・関心に応
える研修会・講座を企画し、研鑽を積む機会と
するとともに交流の場としても重視する。また、
より多くの会員や地域の皆さんに参加していた
だくために、年間計画を立てて準備を進める。
①自然と親しむ会

2019年度フレンズ・TOHO「事業計画」

楽しみにする紙面づくりの工夫をする。また、会
報誌に会員広告を掲載することにより、広報の機
会を提供する。】
※10月企業会員各位に「広告」とは別に以下

の内容で原稿を依頼。「大同特殊鋼株式会社」
様、「新東工業株式会社」様から早速46号へ
のご寄稿を頂戴しました。
１．「東邦学園」・「フレンズ・TOHO」との関
係にまつわるエピソード
２．貴社の「企業・経営理念」のご紹介・エピ
ソード
３．「広告原稿」・「シンボルマーク」等のデザイ
ンにまつわるエピソード
４．貴社の「新しい挑戦・取り組み」、「新プロ
ジェクト、その理念」等

５．企業活動・商品を通じての社会貢献
⑵会員名簿の発行
【計画：原則4月発行とする。】
※法人会員様においては異動も多い時期であ
り、今後5月～6月の総会開催時期に重ねて
ゆくべきと考えている。

⑶ＨＰの充実
【計画：ＨＰを定期的に更新し、充実を図る。】
※東邦学園ＨＰと基調を合わせ画像のリニュー
アルをし重厚なイメージなものに更新してい
る。またご参加法人会員様も併せて掲載して
いる。

以上
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・四季や自然を楽しむ日帰り小旅行を企画・開
催する。
※「赤目四十八滝への旅」6月15日（土）予定
②法人会員様向け講座
・愛知東邦大学の「若手社員活性化プログラム」
に対して協力を深める
・大学の各学部の知的財産を活用する講座開講
を模索する

③個人会員・家族向け講座、地域向け講座
・会員が家族参加できる企画・講座を学園施設
を有効利用しての開講を追求する
・地域住民の方々や会員の皆様に学園への理解
をより深めていただくために、高大の学園の
特色を生かした講座開講を追求する
・地域住民の方を講師に招いた講座開講を検討
する

④その他
・大学のトレーニングセンターなどを活用し
て、会員及び地域住民の方々に対する「健康
講座」開講を検討する
・法人会員様あるいは高大の専門性を活かした
「一日研修」企画を検討する。

２．交流の充実（会則第2条【趣旨・目的】・
第3条【事業】に基づく ）

⑴名刺交換会
法人会員様同士が名刺交換を通じてビジネス
の場を拡大する機会とするとともに、法人会員
向け「講演会」をセットで企画する。

⑵ TOHO スポーツイベント（ドッジボール大会・
ＴＯＨＯ杯少年サッカー大会等）協賛
年々、盛んになっている、学生が地域の方々
と協力しながら企画・運営していく「TOHOス
ポーツイベント」に対して支援を行う。

⑶その他
会員様同士や地域の方々との交流を深められ
る企画を検討し、随時開催する。

３．学園の教育活動支援（会則第3条【事業】
に基づく　　　 ）

⑴学内企業展・インターンシップ企画への協力
大学と連携し、法人会員の皆様に、学内企業

展への参加、インターンシップ受け入れに対す
る協力依頼等の橋渡しをさせていただく。

⑵大学・高校の各クラブへの激励と支援
大学・高校のクラブ活動を支援するため、全
国大会に出場するクラブに対して、激励金を支
給する。

⑶高校の中学生対象の英語「スピーチコンテスト」
への協賛
高校で開催される中学生対象の英語スピーチ
コンテストに協賛し、援助金を支給する。

⑷学園主催の「納涼音楽祭」への協賛
地域に定着した取り組みとしてさらに発展さ
せるべく法人会員様へ模擬店出店など協力をお
願いし、納涼音楽祭（本年は8月24日）の充実
に貢献する。

⑸その他
大学・高校その他の教育活動に対して後援・
支援する。

４．会報「みどりの風」と会員名簿の発行（会則第3条【事業】
に基づく　　　 ）

⑴会報「みどりの風」の 発行
47号の発行を8月、48号の発行を2月に予定
する。会員に対して寄稿を依頼し、会員が楽し
みにする紙面づくりの工夫をする。
また、会報誌に会員広告を掲載することによ
り、広報の機会を提供する。

⑵会員名簿の発行
原則5月あるいは総会開催時発行とする。

⑶ＨＰの充実
ＨＰを定期的に更新し、充実を図る。

５．会員拡大に取り組む
⑴独自のリーフレットを作成、東邦学園内各組織

行事に広報を位置づける等お願いし適宜フレン
ズの会員加入促進等に努める。

⑵大学・高校に担当者を配置し会員加入促進等に
努める

以上
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収
　
入
　
の
　
部

項　　目 予　算

①前期繰越金 2,956,275

②年会費 法人会員（145 社× 2 万円） 2,900,000

　　〃 個人会員（155 名× 5 千円） 775,000

③入会金 法人会員（5 社× 1 万円） 50,000

　　〃 個人会員（10 名× 3 千円） 30,000

④広告収入 みどりの風（47 号・48 号分） 1,000,000

⑤受取利息 100

⑥講座・研修参加費 研修参加費・講座受講料など 200,000

合　　　計 7,911,375

2019 年度　フレンズ・TOHO　事業予算書
2019 年 4 月 1 日から
2020 年 3 月 31 日まで （単位：円）

支
　
出
　
の
　
部

項　　目 予　算

①事業費 　講演料・研修・親睦活動 900,000

　　〃   学園活動支援金 800,000

　　〃 　その他（援助金・祝金等） 330,000

　　〃 　総会・懇親会・名刺交換会 1,300,000

②会議費 　運営委員会・役員会等 270,000

③印刷費 　会報 330,000

　　〃 　名簿作成費 80,000

　　〃 　封筒・振込用紙等 60,000

④通信費 　会報発送・Web メンテナンス 350,000

⑤事務費 　事務費・交通費等 100,000

⑥予備費 200,000

⑦設立 30 年記念事業積立金 200,000

⑧次期繰越金 2,991,375

合　　計 7,911,375
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Ⅲ　米軍機による空襲をめぐって
昭和19年12月13日三菱発動機製作所大幸工場
への空襲以後、名古屋圏への米軍機来襲は56回に
及び、東京のそれと同回数で、横浜・大阪・神戸な
どの都市に比して圧倒的に多かった。当地には軍需
工場が集中しており、米空軍により最重要目標地と
されていたため、甚大な惨禍を受けた。特に日本の
航空機生産の40％を占めていた、大幸の三菱発動機
は最も頻度高く襲われた。その近くに住んでいたの
で、私も否応なくその渦中に巻き込まれ、厳しい体
験をしたので、空襲は思い出したくない事柄でずっ
と封印してきた。しかし己の来し方を顧みる時、そ
の体験をないがしろにすることはできないので、思
い切って記憶を呼び戻し綴ってみることにした。

（１）初期の米軍機の来襲
その１　昭和 17年 4月 18日　本土初空襲
小学校6年であったこの日、授業も終わり下校の
準備をしていると、東の空に見たことのない双発の
大型飛行機がこちらの方へ飛んで来、これを高射砲
の弾幕が追っているのが目に入った。一体何だと眺
めていると。西の方に煙が上がった。
この空襲は爆撃隊長の名をとって「ドゥリットル
空襲」と呼ばれた。当時太平洋で敗退続きの米軍の
志気を高めるべく、更に４ヶ月前の日本軍によるハ
ワイ奇襲攻撃の報復として、米政府が実行したもの
だった。航空母艦２隻を本州東方海上8,000カイリ
付近まで接近させ、Ｂ25を16機放ち、東京方面へ

13機、名古屋へ2機、神戸へ１機で襲い中国大陸へ
向かって行った。関東方面で被害が出、名古屋では
馬糧倉庫（名鉄瀬戸線の東大手駅の西、現検察庁の
ところ）に焼夷弾が落ち馬糧が燃えた。前述の私が
望見した煙がそれだった。
この空襲は警報も出ず、突然やって来た。戦後知っ
たが、日本は米機がどこから来たのかわからず、簡
単に帝都が襲われ驚いたと。
これに自信を得た米軍は、以後反転攻撃に出、南の
島が占領され、やがて本格的な本土空襲へつながっ
ていくこととなった。
その 2　昭和 19年 6月 16日　北九州初空襲
中国四川省成都の米軍基地から63機のＢ29が初
めて八幡製鉄所を襲った。
警報が出るとクラス毎に、二つの班に分かれ学校
の警備をすることとなっていた。中学2年生の私は
1班だったので午後9時から11時半まで学校へ詰め
た。小学校以来の同級の友人と出校し、中学校の学
区の東白壁小学校に派遣された。そこには同じ学区
内の金城高女の生徒が一人詰めており、夜中に女生
徒が一人で詰めていることに驚いた。12時に2班の
交代が来たので、私たちは自転車で家路についた。
灯火管制で真暗の夜道を、友人と愈々空襲が追っ
ている不安や、先程まで一緒に居たあの女生徒は無
事帰ったかなと話しながら、山口町から北へ向かっ
て走り片山八幡社の前に来たとき、突然神社の上を
直径1メートル余の大きな火の玉が、ふわりと北へ
飛んで行くではないか。茫然と眺めていると友人が

うたかたの 88 年のあれこれ (3)
久野　秀正
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「人魂だぞ」と叫んだ。驚いて大急ぎで自転車をこい
で一目散に家へ帰った。
私は小学校5年の時、家の近くで人魂が飛んで行
くのを見た。更に終戦の年に疎開先の前の家の奥さ
んが亡くなった夜、その家の上に人魂が上がってい
くのを見た。百科事典には、子供の時に人魂を見な
かった者は以後遭うことはないと。また赤いのは女
性、青は男性との説もあるとか。私は3回とも赤だっ
た。子供の頃はよく人魂に遭ったと聞いたことが
あったが、近頃はとんと聞かない。夜が明るくなっ
たせいなのか。

（２）昭和 17年の中頃から 19年にかけて、
　　　米軍機の本土空襲への足どり
その 1　昭和 17年 6月 5日　ミッドウェー海戦
　　　　の敗北
「ドゥリットル空襲」のショックから、珊瑚礁の小
島のミッドウェーの米軍の飛行場を、連合艦隊の総
力で奪い、対米前哨基地にしようと挑んだが、暗号
を読み取られたことなどあり、壊滅的敗北を喫して
しまった。
その 2　昭和 18年 2月 1日　ガダルカナル島
　　　　から全面撤退
ソロモン群島のこの島に飛行場を設け、南太平洋
の拠点にしようとしたが、昭和17年8月7日米軍が
上陸し、激戦となり2万人の戦死者（そのほとんど
が餓死のため、飢餓の島「が島」＝「餓島」と）を
出し昭和18年2月全面撤退した。
東邦商業学校12回生の安部正男さんが、戦後自分
史の中でガダルカナル島への参戦を志願したが、米
軍の猛攻の為参戦中止となり一命をとりとめ、以後
ニューブリテン島のラバウルの激戦下で、九死に一
生を得られた体験を語っておられる。体験した者で
ないと綴られない状況を語っておられる。高校図書
館にあり。
このミッドウェー海戦とガダルカナル島の敗戦に
より、中部太平洋の島々が陥落し戦局の主導権を失
う事態となった。

その 3　サイパン島の玉砕
日本は本土防衛上マリアナ諸島のサイパン島を絶
対防衛圏の最前線として、4万を超える兵力を投入
していた。そこへ昭和19年6月15日米軍が上陸し
てきた。非常に激しい攻防戦となったが、強大な戦
力に圧倒された。この地は日本の委任統治領だった
ので、民間人が多くいた。一般民間人も米軍の攻撃
に押され、島の北端に追い詰められ岬から多くの女
性が身を投じた。中には子どもを抱いた女性もいた。
彼女らの最後の「バンザーイ」の叫び声は、若い米
兵士の耳におそろしい戦慄となって残っていった。
後にこの場所は「バンザイクリフ（崖）」と呼ばれ
た。
戦後平成27年（2015年）に平成天皇・皇后が南
の島々に慰霊に訪れた際、この「バンザイクリフ」
で非軍属の人々まで巻き込んだ悲劇を思い、美智子
皇后が次のうたを詠まれた。「いまはとて島果ての崖
踏みけりしをみなの足裏思へばかなし」と。この歌
を読み私は、戦争の悲劇の痛みが心に響いた。私の
中学1年次の配属将校で、生徒に尊敬の厚かった中
川中尉もここで戦死された。
以上悲惨な状況下、次々とマリアナ諸島を失った
ことにより、この頃完成した超要塞のボーイングＢ
29の出現と相まって、日本本土への無着陸で往復が
可能となった。なおこのマリアナ諸島喪失により、
3万余の兵士と1万の市民が命を失った。
その 4　硫黄島の死闘
米軍は日本本土空襲を強化する為、東京から
1,250キロメートルの硫黄島へ総力を挙げて挑んで
きた。昭和20年2月19日大量の艦隊で取り囲み、数
百機の空軍の爆撃の後3万人の海兵隊が上陸した。1
か月に及ぶ熾烈な戦いが繰りひろげられ、日本軍の
徹底的な抵抗により、米軍が3日で落とせると見積
もった島を36日間にわたって死守した。守備隊長栗
林忠道中将の合理的な戦術に因ること大であった。
南の諸島で採られた捨身の突撃・バンザイ突撃を禁
じ、延長18キロの地下塹壕に潜伏し、夜間攻撃する
ことにより、かつてない損害を与えた。沖縄の戦闘
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機襲来との呼び声がした。壕を飛び出し東の空を見
ると、数機編隊の B29が飛行雲をたなびかせ飛来
してきた。壕に入れと母の声が聞こえたので入った
瞬間ザーと爆弾の落下音がすると同時に、大きな地
響きがして壕が激しく揺れ爆弾が落ちたことを知っ
た。空襲前ラジオで「敵機は数機ずつで、二波三波
と波状でやってくるから警戒せよ」と警告した。当
にその通り何回も襲ってきた。その度に激しく地面
が揺れ、生きた心地がしない恐怖の時が続いた。16
時過ぎ漸く空襲警報が解除され、ほっとして壕を出
ると、三菱が大変だとの情報が流れてきた。
三菱の工場から北西に700メートル程のところの
我が家で、この恐ろしさである。当時この工場のど
真ん中に動員されていて、東邦生18名と先生2名が
犠牲となった。修羅場に立たされていた方々の、恐
怖は言語に絶するものだったに違いない。後に高校
校長・短大学長になられた坂倉謙三先生も、この時
壕に生き埋められて文字通り、地獄の底を見られた。
その体験から戦後、「名古屋空襲を記録する会」の会
長になられ、全八冊の「名古屋空襲誌」を発刊され
た。高校図書館に寄贈されている。その7号に商業
18回吉野常雄さんと、商業19回伊藤正一さんがな
まなましい被爆体験を綴っておられる。貴重な資料
で空襲の悲惨さを知ることができる。
この日の米軍機は伊豆半島南で北西に転じ浜松・
豊橋の上空から名古屋へ来たので、高々度の上空に
は強い偏西風が流れていて、それに逆らっての襲来

と共に、米軍が本土に上陸した暁に甚大な損害を受
けると予想せざるを得ない感を持たせ、米軍は本土
上陸を慎重に運ぶことになった。
このような壮絶な抵抗戦も強大な米軍に抗し得
ず、昭和20年3月17日硫黄島守備隊は玉砕した。

追記 1　毎年硫黄島では島民や戦没遺族による墓参
の最後に唱歌「故郷の廃家」が歌われる。
原曲　“My　Dear　Old　Sunny　Home”
作曲　W・ヘイス　　作詞　犬童球渓
１．幾年ふるさと　来てみれば　咲く花鳴く鳥　そ
よぐ風　門辺の小川のささやきも　それにし昔
に変わらねど　あれたる我が家住む人絶えてな
く

２．昔を語るか　そよぐ風　昔をうつすか澄める水
　朝夕かたみに　手をとりて　遊びし友人　い
まいづこ　さびしき故郷や　さびしき我が家や

追記 2　末盛憲史他「唱歌の社会史」より
　玉砕寸前の夕べ、ひとりの少年が歩み出てこの歌
を歌い出した。すると壕の中から兵士が次々に出て
きて、涙を流しながら海に向かい落ち込んでいく夕
日を見ながら歌った。故郷に帰っても故郷は廃家。
父母も友人ももういない。そうなら死をもって抵抗
し、米軍による本土上陸を一日でも遅らせ阻止した
いとの思いが、日本軍の激しい抵抗の根底にあった。

硫黄島が制圧されたことにより、同島に飛行場が
つくられ、P51戦闘機の基地が設けられた。B29に
加えて P51戦闘機が空襲に参加することにより、一
層空襲が激しくなった。
（３）　日本本土への本格的爆撃始まる
その１　三菱発動機製作所大幸工場の空襲
　　　　昭和 19年 12月 13日
　　　　名古屋圏への空襲の嚆矢
13時10分警戒警報が発令され、動員先の工場に
は我々の入る壕がないので、各自で身の処し方はか
んがえよと工場の外に放り出された。私は家に帰っ
た。13時37分空襲警報が出た。初めてだけに緊張
して両親と庭の壕に入った。間もなく見張台から敵
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だったので、滞空時間が長く目標を適確に捉えられ、
命中率が非常に高かったと言われている。それだけ
に甚大な被害が出た。
東邦高校では、毎年12月上旬に同窓会主催によ
り「慰霊の日」を設け、犠牲になられた方々の鎮魂
と平和を祈念する催しを行っている。私も同日共通
の体験をした者として、毎年参加している。今後も
体力の続く限り参加するつもりでいる。

余談　三菱大幸工場の 3 本煙突
　以後この工場への空襲は執拗に続いた。現在のナ
ゴヤドーム辺りになろうか。長身の煙突が 3本並ん
で立っていたが、いつの空襲によってか、真中の煙
突の中程に爆弾の砲片が貫通し、すっぽりと大きな
穴が空いており、倒れもせずひっそり立っているの
がしばらく見られた。狙ってのことなら米軍機も大
した芸をみせたものと思いつつ眺めていたが、いつ
しか見られなくなった。

その 2　地域夜間爆撃により焦土と化す
米軍の司令官の交代により、軍需工場攻撃から市
街地へ夜間低空より、焼夷弾による無差別爆撃が行
なわれ、大量の犠牲者が出た。
・昭和20年3月12日の夜間襲撃
「敵機は名古屋市内へ侵入しました。市民の皆様
ご敢闘を」で、ラジオの放送が切れると同時に、飛
行士の顔が見える低空で巨大な B29が、照空灯の
光を浴びながら姿を現し、爆弾と同時に大量の焼夷
弾を投下した。超低空からの投下であるので全弾命
中。油脂焼夷弾で落下と同時に木造家屋は直ちに発
火、辺り一面火の海に。この日の空襲時間が前々日
の3月10日の東京大空襲より73分長く、投弾量も
多く甚大な被害が出た。落下音と着弾音、家屋が燃
える音など騒然とする中、我が家の横の道を荷物を
抱え、中にはリヤカーを引いたりして矢田川へ避難
する人が列をなした。我が家では父が、かえって危
険だからこの壕の中で頑張ろうと言ったので、恐ろ

しかったが壕の中で堪え忍んでいた。長かった空襲
が漸く終わり、しばらくして近所の寺へ行ってみる
と、境内に死体や負傷した人が横たわっており、肝
を冷やした。私の小学校の同級生の何人かも、家族
を亡くした者がいたと後に聞いた。
・3月19日2回目の夜間空襲
この日私は疎開先に荷物を持って行っており、難
を免れた。この日は大型焼夷弾が主となって、爆弾
も落とされ12日を上廻る被害が出た。中区、中村区
に集中しており、私の父の軍隊時の上官の一家も、
新栄近くで壕に直撃弾が落ち、全員が亡くなられた。
尚この日の空襲で、千種橋北のわが東邦の体育館
に焼夷弾が落ち焼失した。居合わせた3人の先生が、
火が本館へ移るのを必死に防ぎ、戦前最後、昭和16
年春の選抜野球に優勝して獲得した校長室にあった
優勝旗を、何はともあれ守り抜くべく全力を尽くし
たと、事に当たった先生からよく承った。今春の選
抜で戦後2回目の優勝旗（勿論戦前のその物から、
改められた物であるが）を手にしたが、そこには戦
火をくぐりぬけた逸話が宿っていることを、忘れな
いでほしい。優勝当時どの報道機関もこのことを一
言も報じなかった。戦火から紫紺の優勝旗を守り抜
いた逸話は、忘れ去られては絶対にいけない。
・3回目の夜間空襲　3月25日
この日も私だけ疎開先に行ったおり、家には両親
がいた。前の回より更に激しかったと後で聞いた。
この日は前の2回の市街地爆撃と異なり、三菱発動
機を目標にしたものだったので、爆弾が主で焼夷弾
は従であった。工場の被害に加えて、市街地も前の
2回より被害は倍を超え、特に死者が多かった。前2
回より投弾量が多かったので、家にいた両親も壕を
出て長母寺の方へ避難した。米軍機がこの夜は照明
弾を投下したので、真昼のような明るさとなり、矢



□岐阜本社　　岐阜県岐阜市日置江一丁目 58 番地　058-279-3456

□名古屋支社　名古屋市中区錦 3丁目 1番 1号　　 052-961-3670

http://www.densan-s.co.jp/

（13）第 47号

田川の河川敷に避難した人めがけて投爆したので、
大量の爆死者が出た。
両親はその被害地より西方の中央線の鉄橋付近に
いたのでその難は免れた。しかしわが軍の高射砲が
敵機に命中し矢田川の北の瀬古の方へ火だるまに
なって落ちるのが、自分達の頭上に来るのではない
かと、本当に怖かったと後々まで話していた。
その３　５月 14日朝早くから B29が 486機来襲
　　　　名古屋城天守閣燃上　わが家も。
当日は私も両親も疎開先に行っており、空襲には
直面しなかった。翌日行ってみると、未だくすぶっ
ていたが完全に焼けていた。今まで焼けずに残って
おり、何となく肩身の狭い思いをしていたが、これ
でやっと一人前になった気分であった。しかし陋屋
とは言え、ここで生まれ育った住まいだったので、
一抹のさみしさはあった。
その４　６月 26日動員先の千種兵器廠への
　　　　空襲と椿事
昭和19年12月から翌年4月にかけ、B29が来な
かった日は12月で5日、1月は正月2日だけ（当時
の中日新聞による）、常に空襲に脅かされ続けた。そ
んな状況下で千種兵器廠は、4月7日三菱発動機へ
の空襲のあおりで、一部建物が倒れ何人かの死傷者
を出したのみだったが、6月26日のそれは千種兵器
廠をねらい打ちしたもので、回復し難い被害を受け
た。
当日は出勤すると間もなく警報が出、急いで工場
外へ避難した。友人と工場の東の方へ走り、覚王山
の東山給水塔と振浦プールを目指した。米機の来襲
は早く、兵器廠を襲い出し、すぐ近くまで来た。給
水塔とプールの間にある四観音道西の小道に入る
と、幸い横穴式の大きな壕があったので、許しを得

てそこへ入った。中には多くの人が居て、私たちは
入口近くに落ち着いた。するとその瞬間爆弾の落下
音と激しい地響きがした。その状態が近づいて来、
間近に爆弾が落ちた。入口の扉の板がすっ飛ばされ、
石ころや爆弾の破片が被っていた鉄兜に当たってき
た。鼻の穴と両耳を押さえ地面にひれ伏した。正直
初めて観念した。無意識に念仏を唱えた。しばらく
至近弾を受け続け、死を覚悟した。しかし長くは続
かず突然爆弾がぴたりと止まった。一転辺りは静寂
となった。漸く地獄の入口から逃げ出たと自覚した。
助かったのだ。
ホッとして外へ出てみるとびっくり、二間半程の
道の西側に建っていた家々が悉く倒れているではな
いか。ずっと西の方が透けて見える。兵器廠からずっ
と投下されていた爆弾が私たちが入っていた壕の直
前で止まったのだった。奇跡だ、この時程幸せを感
じたことはなかった。とその時、一緒に壕に入って
いた何人かが、私の後ろにいた友人に殴りかかって
きた。驚いて一体何事だとたじろいだ。すると一人
の人が飛んで来てそれを止め、申し訳ないと深謝さ
れ、「実は彼らは脳神経科病院の患者で、ここに避
難していた」と話された。事の次第が漸くのみこめ
た。正常の者でもあの恐怖にさらされれば常軌を逸
する。友人をなぐさめ、私たちを壕に入れてくれた
ことに感謝しようと語り合った。全く思わざる椿事
であった。
この後工場へ戻ると、工場内は爆撃で惨たんたる
状態で、前号に記した岡田中尉の爆死を知り、悲嘆
にくれることになった。
昭和20年（1945年）6月26日は忘れられない一
日である。
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この空襲後私たちは、鳥居松兵器廠へ移り、そこ
で戦闘機にねらわれ恐怖にさらされたことは、前号
記述の通り。その後更に瑞浪の山奥の稲津町小里へ
移り、間もなく終戦となり空襲から解放された。

Ⅲの被爆体験を書き終えるに当たって
今から70数年前、われわれは朝に夕に、次のよう
な状況下で右往左往していた。先ず悪魔のラジオ放
送が流れてきた。「東海軍管内情報」の前置きに続い
て、「敵一目標潮岬南方洋上を北上中」、やがて「敵
一目標志摩半島南方洋上を北上中」。また「敵数目標
近江八幡付近を南下中」と。程なく「愛知県空襲警
報　東海軍管区司令官発令」と。町には断続的な空
襲警報のサイレンが響く。B29の特有の爆音が聞こ
えたと思うと、「ザー・ザー」と豪雨のような焼夷弾
の、「キーン」と研ぎすました射るような爆弾の落下
音がするや否や、激しく大地が振動し、家屋が燃え
出しその臭いと、倒壊により舞上がった埃が交ざっ
た独特の悪臭が漂う。この間多くの人々が命を奪わ
れるというむごたらしい日常を送っていた。
ところが百代の過客の月日は、この異常事の記憶
を人々から奪ってきている。それを体験した人々も
いつしかこの世を去り、益々忘却の彼方へ押しやっ
ている。悲惨な現場に居合わせたものの一人として、
単に昔話ではなく忘れてはならない過去を書き留め
たいとの思いが本稿となった。
過去を振り返ることは人間のみがなし得ることで

ある。これを放棄することは、過去との決別であり、
未来につながらない。
近頃新聞で「東邦生名古屋空襲慰霊の日」制定を
求め、市議会に請願書提出との由を知り、戦争を知
らない高校生が、空襲で命を亡くした人々の鎮魂と
平和を希求する行動を起こしたことに驚き、リスペ
クトの念を抱いた。このことが本稿記述を後押しし
た。
6月23日の「沖縄戦没者追憶式」で、昨年の女子
中学生に続き今年も女子小学生が、戦争の無意味さ
と平和への強い思いの詩を朗読された場面をテレビ
で視聴し、心を揺さぶられた。
この2つの若い人々の言動に接し、日本の未来に
明るさを見、幸せな気持ちでこの文を終えることを、
限りなく嬉しく思う。

2019（令和元）年6月24日
89歳の誕生日　禿筆を呵す

訂正　「みどりの風」46号５ページ
誤）伊奈高女　→　正）　篠ノ井高女
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「自然に親しむ会」初夏のつどいは　　　 
三重県・名張市「赤目四十八滝」への旅。

奇妙な天候に悩み
もし助けられもした
一日だった。結論か
らすれば雨に降られ
ることはほぼなく、
バスから降りると不
思議に雨もあがり、
「赤目」「上野城」では
明るい陽射しに照ら
されてのウォーキン
グだったのである。
朝のバス内のラジオでは「尾鷲大雨云々」とあっ
たのでガラケイを開くと大雨・雷注意報は三重県全
域といってよい。バスは西に向かう。「トホホ、荒天
の真っ只中へ直行なのか」と主催事務局としてただ
ただくずおれるばかり。
前の晩の目的地は90％の雨。当初は「赤目四十八
滝」を雨中強行し、雨にけぶる「青蓮寺湖」では展
望が叶わぬゆえ、屋根のある観光地を探し「室生寺」
あるいは「伊賀上野城」とした。ただ「室生寺」は
さらに南下が必要。ツーショットなら雨もまたよし
だが、急遽「上野城」と修正。
曇天、小糠雨降る「赤目四十八滝」と諦め歩き出
すと、僅かに陽光がさすではないか。光は澱んだ気
持ちまで払拭する。空を見上げると雲の動きは速い。
雲間に青空。急に新緑が眩しく映った。赤目の出入
口は「日本サンショウウオセンター」。還暦超えのオ
オサンショウウオなどがいる。どうやってカウント
しているのでしょう？　70ｃｍ～80ｃｍは優にあ
ろう。とにかく「デカイ」。見応えあり！
さて瀬を遡ると5月の下見の頃と異なったのは水
量、轟音である。どなたかが「水の音は心地いいね」

とのたもうた。相当なデシベルだろうになぜか情趣
がある。全員で「千手の滝」までが目標。その滝の
茶店前で記念写真一枚。そこで皆さん休憩かと思い
きや、キツイ登りの次の滝まで何人もチャレンジ。
11時過ぎの観光客は私たちだけだったので開放感
があったからかも知れない。「最後尾につきましょう
か？」と運転手さんがついてきて下さっていたが、
剰え上つ方へ三々五々登って行かれた方々への集合
呼びかけも甘えてしまいお願いした。
昼ご飯はＢ級グルメ、伊賀牛の「牛汁」定食。伊
賀牛は松阪牛と同等のレベルの肉質とのこと。ただ
流通ルートにまずのったのは松阪牛。伊賀牛は遅れ
をとっただけとか。食後は皆さん名物「へこき饅頭」
を食しあるいは土産に買い求めた。朴の木が覆う駐
車場から一路伊賀へ。
上野城は石垣が日本で１・２とか。約30ｍの石
垣は足も竦むのを体感、圧巻、壮観、偉観。少々不
安なのは隙間だらけの柵があるだけで、石垣最上段
から見下ろせるところ。お城の隣には小学校があっ
た。歴史的建造物に
調和させながらもモ
ダン、木造に拘った
造作が素晴らしい。
「上野西小学校」とあ
る。ここ上野城も霧
雨までもいかない雨
が青空の中で断続的
に降り続けていた。
「狐の嫁入り」の一
日。また行く先々で
風が強かったが、緩慢な日常を拭ういい風だった。
15：00には一路帰名。帰路中、結構な降雨もあった
が、不思議に一社は降り止んでいた。またの再会を
互いに交わした。

企　画　報　告



（16） 第 47号

誰にでも読みやすいUDフォントを使用しています

P-B10023

編集後記
　フレンズの役割とは何かをいつも問い続けています。1
つの形が総会講演でしょうか。もう一つを事務局からご提

案。今年度は香山氏講演であり、そして小室氏講演です。
この講演実現に大きなご助力をいただいたＹ先生ご夫妻に
心よりお礼申し上げます。　　　　　　　　　　　　（Ｍ）

■プロフィール
2006 年、株式会社ワーク・ライフバランスを設立。多種多様な価値観が受け入れられる日本社会を目
指して、日々邁進している。多数の企業・自治体などに働き方改革コンサルティングを提供し、残業削
減と業績向上の両立、従業員出生率の向上など多くの成果を出している。年 200 回以上の講演依頼を全
国から受け、役員や管理職が働き方改革の必要性を深く理解できる研修にも定評がある。自らも 2児の
母として子育てをしながら、効率よく短時間で成果を上げる働き方を実践。会社としても、全社員が残
業ゼロ、有給取得 100%を実現しながら増収増益を達成し続けている。

2014 年 9月より安倍内閣「産業競争力会議」民間議員、2015 年 2月より文部科学省「中央教育審議会」
委員、内閣府「子ども・子育て会議委員」、経済産業省「産業構造審議会委員」、厚生労働省「社会保障
審議会年金部会委員」など複数の公務を兼任。著書は『労働時間革命』（毎日新聞出版）、『6時に帰るチー
ム術』（日本能率協会マネジメントセンター）、『女性活躍　最強の戦略』（日経 BP社）、『働き方改革　
生産性とモチベーションが上がる事例 20社』（毎日新聞出版）など多数。日経ウーマン・オブ・ザ・イヤー
2004 受賞。2014 年 5月ベストマザー賞（経済部門）受賞。

お問い合せ先：〒 465-8515 名古屋市名東区平和が丘 3-11 東邦学園フレンズ・TOHO 事務局☎ 052-782-1954

◆日　　時◆　2020 年 2 月 28 日（金）
　開場　12：30　　開演　13：00から（90分）

◆場　　所◆　名古屋ガーデンパレス
　名古屋市中区錦 3-11-13

◆申込方法◆
東邦学園フレンズ ･TOHOホームページより、フォームに
したがい必要事項入力の上お申し込みください。
講演後、同ホテルにて「フレンズ ･TOHO名刺交換会」を
予定しております。詳細は後日ご連絡いたします。
https://www.toho-gakuen.jp/friends

参加費無料・事前申込要
講師　小室叔恵氏

東邦学園 フレンズ ･TOHO 主催 法人会員向け講演会

仮題　「『残業ゼロ』の仕事術」
講師　小室叔恵氏


